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【達成指標】すべての教科で、単元末テストの平均点７０点以上の児童を９０％以上にする。
【検証指標①】児童学校評価アンケート「自分の考えをもち、根拠を明らかにして書くことができたか」の肯定率８０％
【検証指標②】学習後の振り返りとして、友だちとの対話的な交流を通して、学びの深化・発展を実感できたと記述する児童８０％

授業力向上部・学力向上部が「課題解決学習における学び合いの場の保障（子どもが学び合う授業づくり）」「教員の
授業力向上」に向けて、取組内容を設定し、互見授業や授業の意見交換等を行い評価しながら重点的に取り組んでき
た。さらに今年度は、研修部がマネジメントしながら、教員の授業力向上の基礎力と教員同士が学び合う気持ちを醸成
するために、自主研修日を設定し、意見交換を行っている。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
学力向上部で、児童により活用力・応用力を高めるための教材を話し合い、教材「アイテム」を全校で導入した。今年
度当初に「アイテム」の扱い方を全教員で研修を行い、児童の活用力向上を目指し取り組んでいる。

１ 組織的な授業改善の取組状況

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
5・6年ともに、国語、算数、５年理科すべての教科において、正答率は
県平均、全国平均を上回り、５年においても目標値を超えている。しか
し、領域別に見たとき、記述の問題や書く力を問う問題の正答率が低
い。また、低学力層の児童が全体の１０％ほどいる。

２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況
①自分の考えをもち、根拠を明らかにして書くことができる児童８０％児
童アンケート「課題に対して、自分の考えを持ち、その理由を書くことが
できた」で満足できる児童が８５％に達している。
②友だちとの対話的な交流を通して、学びの深化・発展を実感できた児
童８０％児童アンケート「自分の考えを、クラス全体や近くの友達に話し
たり、友だちの話を聞いたりして、自分の考えを深めることができた」で満
足できる児童が８４％に達している。

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
質問紙の回答からは、家庭学習の時間、学びに向かう姿
勢など満足できる結果であるが、低学力層の児童が、学
習意欲が低い傾向にある。

「ノートの取り方についての自分なりの工夫」や学びを生
活に生かすことを問う設問では、肯定率が高い。自分の
考えを深めたりグループで話し合ったりする活動に進ん
で取り組んでいると感じている児童も多い。発表すること
に自信を持っている児童も多い。

２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況

今後の
具体的
な取組

【授業改善】

（取組内容） （取組内容） （家庭・地域の取組内容）
自分の考えの根拠を明確にし、「書
く」工夫として、課題に対する見通し
をもたせ自分の考えを適切に描く場
を設定する。

互いに考えを交流し合う場の工夫と
して、自分の考えを深化・発展する
ために、他者との交流をしやすい手
立てを講じる。

小中一貫教育で提案されている
「家庭学習の手引き」に沿って、
家庭学習に取り組む。

（取組指標） （取組指標） （家庭・地域の取組指標）

【家庭・地域との協働】

【その他の学力向上の取組】
学力調査の結果で、明らかになった低学力層の児童の学習内容の定着を図り、少しでも学びを楽しめるように
するため、次の２点に取り組む。
①給食準備中の時間を使い、担任以外の教職員で、宿題や苦手とする内容を一緒に学習する。
②単元末に習熟度別にクラスを分け、学習内容の定着を一層図る。

（授業改善テーマ）
主体的・対話的な学び合いを楽しみ、学びを深める授業

～算数科の学習を通して～
（授業改善の重点）
①見方・考え方を働かせ、見通しをもち、自分の考えを明確にして表現する授業の推
進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②対
話的な学習場面を設定し、学びの深まりを実感できる授業の推進

進んで家庭学習を行っていると
感じる保護者の割合を８０％

（達成指標）

「課題」に向かう際に、数学的な見
方考え方を働かせながら見通しをも
ち、自分の考えをもてるような対話を
仕組む。

授業の中で、ペアやグループの対
話を仕組むことにより、学びの変化
を振り返りに書かせ、実感させてい
く。

進んで家庭学習を行っている姿
を実感させていく。


